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【背景･目的】新生児は､腸管バリアや肝臓の代謝能力が未発達であり､薬物や化学物

質に対する感受性が高い｡特に授乳期には､母体が曝露した物質が母乳を介して新生

児-影響を及ぼす例が数多く報告されており､化学物質の母乳を介した次世代影響評

価の重要性が再認識されつつある｡一方で近年､粒子径を 10nm以下に制御したサブ

ナノ素材(SNM)が､安全性情報の乏しいまま､食品や化粧品等に実用化されており､妊

婦･授乳婦を問わず､sNM に曝露されている現状にある｡そのため､sNM の母乳移行性

や新生児-の影響評価は､豊かな未来の構築のためにも､極めて緊急性が高いと考え

られる｡以上の観点から本発表では､sNM の中でも食品に汎用され､特に曝露機会が

高いと考えられるサブナノ白金に注目し､授乳期曝露が母体や新生仔-及ぼす影響を､

Nano-SafetyScience(ナノ安全科学;NSS)の視点から､一般毒性学的に評価した｡

【方法･結果･考察】授乳期のマウスに､粒子径8nmのサブナノ白金(snpt8)を1週間に5

回､3週間にわたり経口投与した｡母体及び新生仔の投与期間中の生存率､体重推移

を評価するとともに､初回投与から3週間後に血球細胞数の測定､血液生化学検査を実

施した｡snpt8投与群において､母体及び新生仔の生存率､血液生化学検査､母体の体

重推移に変化を認めなかった｡ 一方で､母体の白血球数及び新生仔の血小板容積､血

小板分布が有意に増加するとともに､新生仔の体重が有意に減少していた｡以上から､

高用量の投与であるものの､snPt8の授乳期投与は､新生仔の血球細胞数の変動や発

育不全を誘発し得ることが判明した｡現在､snpt8の新生仔影響について閥値を追求す

るとともに､snPt8の母乳移行性や母乳成分-与える影響を評価することで(母乳移行性

については本会の別演題で発表)､新生仔影響のメカニズム解明を図っている｡


